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メディア・コミュニケーションの変容
一一IntimateStrangerの時代一一
富田英典
[抄録】 近年，通信メディアの発達には目を見張るものがある。本稿では，移動体通信
メディアの発達が，都市空間においてどのような人間関係を生みだそうとしているかにつ
いて考察する。まず，携帯電話や PHS，ポケットベルも含めた移動体通信メディアが，
現代人の中にどのような欲望を生み出そうとしているのかについて，非同期コミュニケー
ションメディア(電子メール・ボイスメール・ファックス)に関するマーカスらの調査研
究を紹介しながら研究する。「いつでも，どこでもJ自由に会話ができるはずのこれらの
通信メディアの特質は，受信する側にとっては，逆に自由を奪うメディアにもなりうる。
マーカスらが明らかにした「自分の好みに合わせて送受信したい」という願望は，在宅中
でも留守番電話機能を利用したり，携帯電話や PHSでの留守番電話機能の利用に現れて
いる。本稿では，このような電話コミュニケーションを「居留守番電話型コミュニケーシ
ョン」と呼ぶ。他方で，都市空間を舞台に利用される携帯電話や PHSやポケットベル
は，外出中でも友人と連絡が取れ，都市空間をより自由に楽しむことを可能にしてくれる。
同時に，これらのメディアは，匿名牲のメディア・コミュニケーションを可能にする。NTT
のダイヤル Q'を利用した「ツーショット」番組やポケットベルの「ベル友」などは，匿
名のストレンジャーとの間に親密な関係を成立させ始めている。本稿では，このような他
者を IntimateStrangerと呼び¥匿名性の中に新しい親密性が成立する可能性を示す。
キーワード:電話，匿名性，親密性， Intimate Stranger，移動体通信メディア
はじめに:移動体通信の動向
我が国における近年の情報通信サービスの動向の中で，電気通信サービスの伸び率には目を
見張るものがある。平成 8年版『通信白書j(郵政省編)によれば，平成 7年 9月末の携帯・
自動車電話サーピスの契約数は，前年同期比で 130.7%増，高速デジタル伝送サーピスの回線
数は，同 96.3%増， ISDNサービスの基本インターフェース回線数は，同 48.1%増と，いず
れも大きく伸びている(図 1)。
特に，携帯・自動車電話サービスの著しい伸びの背景には， 1地域4社体制という市場競争
により，料金の低下，サービスの多様化，端末の小型化が生まれたことと，端末の売り切り制
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図1 国内情報通信の動向
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10.898契約(62年度末)
→2，212，878契約(6年度末)
携帯自動車電話契約数
62，103契約(60年度末)
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→23，911，544通(6年度)
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45，299，346契約(60年度末)
→60，775，287契約(7年9月末)
. NHK受信契約数
31，509，288契約(60年度末)
→ 35，027，169契約(6年度末)
電報通数
40，656通(60年度)
→43，288通(6年度)
郵政省資料により作成
(注)1 ISDN回線数，都市型ケープルテレピ契約数は昭和63年度末， NHK衛星放送契約数は元年度を100とした。
2 ISDN回線は基本インターフェースの回線数
(出典.平成 8年度『通信白書j郵政省編， 2頁)
の導入により端末の低価格化が生じたこと，さらに，平成7年7月から PHSサービスが開始
され，移動体通信市場全体では 1地域7社体制となり，携帯電話との間で蟻烈な市場競争が
展開されたこと等が大きな要因であろう O
我が国は，確実にマルチメディア社会へ左移行しつつある O それは，今以上に便利な社会だ
ろう。しかし，その便利さとはいったい何を意味しているのだろうか。マルチメディア社会に
パラ色の未来社会を重ね合わせたり インターネットで流れるアダルト映像を批判してマルチ
メディア社会の危険性を訴えるだけでなく，人々がマルチメディアに期待する便利きがいった
い何を意味しているのか，その便利さが社会にどのような影響を及ぼす可能性があるのかを考
えておくことこそ重要なのではないか。
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本稿は，携帯電話， PSH，電子メール，ボイスメール， FAXなど，近年，我が国で急速に
普及しつつある新しい通信メディアを取り上げながら，現代人がこれらのメディアに求める便
利さとは何であるのか，そして，そこから生まれる新しい人間関係とはどのようなものである
のかについて考察するものである。
1.変化するメディア感覚
新しいメディアが登場したとき，そのメディアが如何に便利で有益なものであろうと，実際
に普及するとは限らない。メディアの有用性(機能性)と共有性(普及度)は必ずしも一致して
いない。現実にどのメディアが普及するかは，人々がそれを選択するかどうかによって決ま
る。また，社会的な文化状況によっても，そのメディアが普及するかどうかが左右される。
したがって，技術的な問題や情報を発信する側の問題，生産やサービスの領域における情報
化の進展だけでなく，それを利用する一般の人々の側からの視点，そのメディアがどのように
人々に受け入れられるかという視点も重要になる。それは，言い換えると，新しいメディアが
人々のどのような欲望を満足させてくれるかという事でもある。また，他方で，情報化の進展
は，社会の様々な領域に変化を生み出し，同時に人々の意識まで変える可能性など，社会全体
に及ぼす影響も考える必要がある O
メディアが満たす人々の欲望で一番分かりやすいものとして，最初に考えられるものは，性
的な欲望であろう。したがって 新しいメディアが如何に「風俗化jするかが普及のポイント
になってくるかもしれない。ただ，風俗化だけでは十分とは言えない。近年，最も普及したメ
ディアと言われている家庭用テレビゲームとカラオケ機器の存在などを考えると，性的な欲望
だけではとても説明がつかないといつことも分かる。つまり，そこに何かプラス・アルファー
のようなものがあってこそ新しいメディアは，急速に普及すると考えられるのである O
このような観点から，情報化社会やマルチ・メディアの問題を考えるとき，安川|ー (1993)
の「人一メディア・インタラクシヨン」ゃ黒田勇 (1993)の「メディアに組み込まれる快
楽J，佐藤卓己 (1992)の「メディア反射型コミュニケーションJ，立木茂雄 (1993)の「コン
トロール志向(パソコン・ビデオゲーム)とコネクション志向(カラオケ・電話)J等の概念は，
現代の日本社会における社会情報媒体の特性を探る有効な視座を与えるものと考える O
では，携帯電話や PHS，さらにポケットベルも含めた移動体通信メディアは，どのような
欲望を生み出そうとしているのだろうか。この問題を探る上で，近年のマルチメディア化の全
体的な動向が手がかりになる。そこで，次に，現在，急速に企業内に導入されつつある，電子
メールなどの非同期通信メディアの統合について考えてみよう O
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2.非同期コミュニケーション:電子メール・ボイスメール・ファックス
マルチメディア化の動きは，最近の高度情報化社会の特徴である。特に，そこでは，いわゆ
る非同期コミュニケーションの扱いが焦点となる。電話などの通信メディアと，テレビ・ラジ
オ・新聞などの放送メディアの融合だけでなく，電子メールやボイスメールや FAXなどの非
同期通信メディアの統合も大きなポイントとなるのである。
電子メールは，相手や自分の都合に関係なく好きなときに送受信ができ，受信したメールを
編集したり，転送したりすることが容易に且つ迅速に行えるメディアである。我が国でも，こ
の電子メールを導入し，業務の効率を改善しようとする企業が多数登場している(図2)。
マルチメディア化の進展に大きな影響を与える非同期通信メディアである電子メール・ボイ
スメール・ FAXの融合は，すでに家庭用コンビュータのレベルでも実現しはじめてはいる
が，その普及率はまだ低い。従来の通信メディアと放送メディア，さらに電子メールなどの新
しい非同期メディアが融合するマルチメディア化の動きは，いったいどんなコミュニケーシヨ
ンを生み出すのだろうか。
ここでは，マーカス (M.L. Markus et al.， 1992)らによる電子メールとボイスメールと FAX
図2 電子メールの導入社数
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出所 「企業における電子メールの動向調査J(日本電子メール協議会)
(出典:平成8年度『通信白書j郵政省編， 250頁)
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という非同期コミュニケーション・メディアの利用分析について取り上げてみよう。
3.マーカスらのマルチメディア研究
マーカスらは，電子メールとボイスメールと FAXを取り上げ，これらの非同期通信メディ
アが，職場でどのように利用されているかを分析している。その結果によると，利用者の多く
には，これらの電子メディアを複合的に利用する傾向が認められている。しかし，他方では，
この中の一つの電子メディアを好み，他の電子メディアは，専門的な目的のために利用される
という傾向も認められているO
マーカスらは，新しいメディアがどうのように利用すれば役立つのかについて考えるには，
(1)電子コミュニケーションの効果， (2)どのように組み合わせて利用するのか， (3)実際にど
のように利用するのか，の3点について注意する必要があるという。
表1 Lebels and τ'ypes of Medium Use by Organization and Subunit 
Apex Parabola 
Total Accounting Marketing Total Customer Technical 
Informa- Support 
tion Serv-
lces 
Levels of email use 
Average no. msg sentlday 3.7 4.1 3.3 6.3 7.8 5.4 
Average no. msg rec'd/day 5.1 5.4 4.6 10.7 10.3 10.9 
τ'ypes of email use' 
Group use 2.4 2.9 1.9 2.9 2.9 2.9 
Envelope use 1.9 1.9 1.8 2.2 2.3 2.1 
Marking use 1.5 1.4 1.5 1.5 1.6 1.5 
Extended workplace use 1.4 1.5 1.4 1.8 1.8 1.8 
Levels of vmail use 
Average no. msg sentlday 5.1 5.4 4.4 5.5 7.6 4.2 
Average no. m自grec百'day 6.0 6.1 5.5 7.7 10.2 6.0 
町pesof vmail use' 
Asynchronous use 1.7 1.7 1.6 2.4 2.6 2.2 
Extended workplace use 2.3 2.5 2.0 3.1 3.3 3.0 
Marking u自e 1.1 1.1 1.1 1.1 1.2 1.1 
Answering machine use 2.5 2.6 2.3 2.8 2.9 2.8 
Levels of fax use 
Average no. msg sentlday 9.5 3.0 13.7 2.5 3.1 1.9 
Average no. m自grec'd/day 11.8 3.9 16.9 2.6 3.6 1.5 
町pesoff:阻 use噌
Managerial use 1.7 1.4 1.9 1.4 1.4 1.4 
Distance bridging use 3.0 2.8 3.1 2.6 2.7 2.4 
Extended workplace use 1.3 1.1 1.3 1.3 1.3 1.2 
• Average score on index of questionnaire items (1 = low， 5 = high) . 
(出典:M. L. Markus et al.， 1992， p.218) 
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電子メディアの効果は，地理的に離れた場所にいる同僚とコミュニケーションをするために
使うのか，あるいは，近くにいる嫌いな同僚との直接的なコミュニケーシヨンを避けるために
使うのかによっても変わってくる O
また，それぞれの電子メディアの有効性が異なっているために，職場での仕事のタイプによ
って，どのメディアを選択するかに影響がでる O さらに，マーカスらは，メディアの利用しや
すさ，職場内でのメディア利用を促す上司などからのプレッシャーも，メディア選択に大きな
影響を与えると指摘している。
マーカスらは， Apex杜と P訂 abola杜の社員に対する調査から，これらの新しい電子メデ
ィアの利用レベルと因子分析を利用した利用パターンを析出している(表1)。
電子メール利用については， “group use"“envelope use"“m訂 kinguse"“extended work-
place use"という 4タイプが析出されている O その中で最も多いタイプは，“groupuse"で
あった。それは，例えば， I職場のグループのメンバーに一度にメッセージを送ったり，カレ
ンダー機能を使ってグループミーテイングのスケジュールを作成したりJ(M. L. Markus et al.， 
1992， p.216)する利用方法である。
ボイスメール利用については，“answeringmachine use"“as戸 chronoususe"“m訂 king
use"“extended workplace"という 4タイプが認められている。その中で最も多いタイプは
“answering machine use"であった。これは， Iオフィスから離れているとき，あるいは，邪
魔されたくないとき，相手のメッセージを録音しておいたり，電話をかけても電話にでない人
にメッセージを残しておくJ(M. L. Markus et al.， 1992， p.216)ためにボイスメールを使う方法
である。
FAX利用については，“distancebridging use"“managerial use"“extended workplace 
use"という 3つのタイプが析出されている O その中で最も多いのが，“distancebridging 
use"であった。これは，別の部の社員や他の会社の人との聞のコミュニケーションに利用す
る方法である。
このように，個々の電子メディアの利用方法に違いが認められているが，これらのメディア
が実際にはどのような組み合わせで利用されているのかが，次に問題になる。マーカスらの研
究では，電子メールとボイスメールの両方を利用する傾向が認められているが，個人的には，
自分の好みや今までの経験，仕事のタイプなどから，あるひとつのメディアを頻繁に利用する
傾向も認めれられた。状況によって，それぞれのメディアが使い分けられているのである(表
2)。
さらに，マーカスらが調査をした Apex社の経理部，マーケティング部， Palabola杜のテ
クニカル・サポート部，消費者情報サービス部では，それぞれで電子メディア利用の組み合わ
せパターンに違いがあった。
例えば， Apex杜の経理部では，非同期コミュニケーションと文書配布のために電子メール
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表2 Media Comparisonst 
Overall， for the kind of work you do 
For exchanging information with one person 
For exchanging information with a few people 
For exchanging information with many people 
When a message requires no response 
When a question requires a fast response 
When you need to save a message for later retrieval 
When you need a record of a mes自age
When you are in your office 
A氏erbusiness hours 
When you are traveling 
When the message is urgent 
For reducing interruptions 
When the information is long 
When the information is technical 
When the information is numerical 
When the information is ambiguous 
Percent of respondents 
making each selection 
EMAIL VMAIL Both Neither 
Better Better Good Good 
20 11 67 1 
19 26 55 。
55 12 33 。
67 8 24 1 
24 27 48 。
15 51 27 8 
59 8 32 1 
76 8 14 1 
18 13 69 1 
8 58 30 4 
3 81 10 7 
5 62 22 11 
30 24 44 2 
69 10 7 14 
78 4 8 10 
84 2 6 9 
40 27 10 24 
(出典:M. L. Markus et al.， 1992， p.220) 
が利用され，電話応答のためにボイスメールが利用されていたが， Parabola社のテクニカル
・サポート部と消費者情報サービス部では，電子メールだけでなくボイスメールも非同期コミ
ュニケーションとして利用されていたO
マーカスらによれば，そこで働いている社員が一番望んでいるのは， Iこれらの電子メディ
アが統合されることjであった。それは，丈書，音声，画像，動画などの異なったコミュニケ
ーション・メディアの統合である。二番目は 「現在のコミュニケーション技術の向上」であ
り，現在利用しているシステムをもっと簡単に使えるようにすることを望んでいる O 三番目
は， I現在のコミュニケーション技術の利用拡大jであり，例えば，白宅にコンピュータの端
末を置き，オフィスでも自宅でも仕事ができるにすることである。
マーカスらの調査では，現在利用している様々な非同期性の電子メディア聞の技術的統合を
多くの回答者が望んでいる。ここで重要なことは，この要望が，利用者が個人的なレベルで，
もっと便利になって欲しいと望んでいるところから生まれたものである点である。職場におけ
る電子メディアの利用パターンに違いがあるために職場開や他社とのコミュニケーシヨンがシ
ームレスの状態になっていない現状をマルチメディアによる電子メディアの統合は改善してく
れる。しかし，音声入力されたメッセージがテキストとして受信されたり， FAXで送信され
た文書が電子メールで受信され編集可能になることを望んでいるのは，送信者や受信者が自分
の好みで利用メディアを自由に選択できるようになるからなのである O
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マーカスらは，マルチメディアへの統合を多くの人が望んでLいるが，その動機は「私たちが
それぞれ一番好むメディアを選ぶことができることJ(M. L. Markus et al.， 1992， p.224)であ
り， Iもしそうなら，我々がシームレスで協力的な仕事をする将来的な見込みについて心配に
なるJ(M. 1. M町 k回目 al.，1992， p.224) と指摘し， Iマルチメディア統合によって，今日，メ
ッセージを届けることが困難な人々に，メッセージを本当に届けることができるようになるの
だろうか。また，自分の家の芝生で彼らとミーテイングをすることに，私たちはあまり気が進
まないと，思いはしないだろうか。J(M. 1. Markus et al.， 1992， p.224) と結んでいる。
マルチメディア社会になっても，人間がマルチ人間になるわけではない。マルチメディア
が，社会的統合を促進すると短絡することはできない。電子メディアの統合によって促進され
るコミュニケーションがある一方で、，逆に新たなディス・コミュニケーシヨンが発生する可能
性を認識する必要があるのではないだろうか。
マーカスらのこのような指摘は，移動体通信メディアについても当然当てはまる。そこで，
次に，携帯電話や PHSに焦点を合わせ，それらの利用感覚について考えてみよう。まずはじ
めに，音声メディアである電話を利用する現代青年のメディア感覚の変化について触れておこ
つ。
4. メディア感覚の変容と青年
現代社会は情報社会とも言われ，青年たちは様々なメディアに固まれて暮らしている。メデ
ィア・コミュニケーションは，技術革新を繰り返す中で対面的コミュニケーションに限りなく
近づく。あるいは，それ以上にリアルな世界ができ上がってくる可能性がある。電話というの
は，ピジュアルな部分が欠落したメディアであって， Iテレピ電話Jになると対面的なコミュ
ニケーションに近づき，欠落していたビ、ジュアルな部分を獲得するということになる。一般に
はそう考えられている。しかし，青年たちの姿を見ていると全く異なった状況が浮かび上が
る。彼らは，聴覚メディアを視聴覚メディアより劣ったメディアとは認識していない。
それは，電話とテレビ電話の関係に，ヘッドホンステレオと音楽用のレーザーディスクの関
係を重ね合わせてみるとよく分かる。前者は音声だけで 後者は映像と音声の両者を兼ね備え
ている。しかし，私たちは，ヘッドホンステレオで音楽を聴いている時に，ピジュアルな部分
が欠落しているとは感じない。電話も同じなのではないか。電話の声は，もともとビ、ジュアル
な部分の存在しない音になり得る O 青年たちは，既にそういう「声の快楽Jと言えるようなも
のを体験してしまっている。それは，テレビ電話とか対面的コミュニケーションに還元できな
いのである。
では，このようなメディア感覚が具体的にどのような現象を生み出しているのかを次に見て
おこう O
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5. I居留守番電話型コミュニケーション」
吉見俊哉・若林幹夫・水越伸 (1991)が指摘しているように，電話の利用形態の中心は，
インストウルメンタルのもの(用件電話)からコンサマトリーなもの(おしゃべり電話)に移行
している O 携帯電話や PHSの普及も，実はこのような電話利用形態の変化というものを念頭
に置いて考える必要がある O
携帯電話は，今日，青年たちの間にも急速に普及しつつある O 大学のキャンパスを歩いてい
ても，携帯電話を使っている学生の姿を見かけるようになった。携帯電話や PHSの普及によ
り，電話もいよいよ一人一台の時代を迎えようとしている。しかし，いつでも，どこでも，誰
とでも電話で話せる時代になるのかというと，どうもそうではないようだ。
プッシュホン電話には様々な機能がある。その中でも留守番電話機能はもっともポピュラー
な機能であろう。留守番電話機能は，ーヵ所において利用する一般家庭の電話では非常に便利
な機能である。ただ，携帯電話や PHSでは，一般家庭の電話のように家に電話がかかってく
るのではなし、。本人に直接電話がかかってくる O したがって「留守」はありえない。現在，多
くの家庭にある電話についている留守番電話機能は，青年たちの持つ携帯電話や PHSでは，
不要になるはずである。ところが，この留守番電話機能は携帯電話でも活用されている。携帯
電話や自動車電話などで実施されている「ボイスメール(音声蓄積サービス)Jは，通話できな
い場所にいる時とか，あるいは電源を切っている場合などで有効に機能している O ただ，ビジ
ネス用ではなくてプライベートな利用が中心になる青年たちの携帯電話や PHSでは，同じ機
能が異なった使われ方をしている O
電話は，相手の都合もお構いなしにかかってくる。電話をかける側にとっては非常に便利
だ。しかし，かけられる側にとっては，所構わず鳴る携帯電話やポケットベルは，むしろ「う
っとうしいメディア」でもある or着信者に優しい電話」にするには，実は一人一台の時代に
なっても，やはり「留守番電話機能Jが必要なのである。
一人暮らしの青年の中には，家にいる時でも電話を「留守電状態」にしている者がいる O 特
に，女性の場合はいたずら電話対策でそうしている。要するに，彼らは，電話をかけてきた相
手を確認してから受話器を取るかどうかを決めているのである O それは，好きな時にどこから
でも電話がかけられて，しかも，相手からの電話も好きな時に受けられる，ということを望ん
でいるということになる。
最近では，ポケットベルにも留守番電話サービスが登場し (NTIドコモのネクストサービス
「るすべルJ)，自分に送られてきた音声メッセージをポケットベルが鳴ることによって確認で
き，電話機さえあれば，どこからでもメッセージを聞くことができるし，こちらから相手に電
話をかけ直す必要もない。また，ポケットベルに入ったメッセージを無視する行為は，若者た
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ちの聞で「シカベル」と呼ばれ一般的に認知されている。この事からも，以上のような行為
が，けっして珍しいことではないことが分かる O
このように考えてくると，今日のコンサマトリーなメディア・コミュニケーションのひとつ
の姿が見えてくる。それは，他者とのコミュニケーションを着信段階で操作しようとする姿で
ある O
自由に発信・受信できるのはいいが，ただ，相手も同じように自由に発信・受信しようとし
ている。そうすると，電話をかけても相手が出るとは限らないということになる O いつでもど
こでもリアルタイムで会話ができるはずの携帯電話や PHSは，青年たちにとっては， I究極
の留守番電話」になってしまう可能性を秘めている O ただ，携帯電話や PHSの場合，留守と
いうのは原理的にありえないので，ここではこのような非同期電話コミュニケーションを「居
留守番電話型コミュニケーション」と呼んでおこう。
高度情報社会における青年たちのこのようなコミュニケーションのスタイルでは，必要な
時，お互いがしゃべりたいと思った時はリアルタイムの会話に入り，それ以外の大半は「居留
守番電話型コミュニケーション」で処理されてしまうことになる。それは，つながっているよ
うで，寸前で絶たれている関係である O
ただ，携帯電話や PHSという移動体通信メディアの場合は，都市空間で利用されるケース
が多い。そこで，都市空間におけるこれらのメディアがどのような現象を引き起こしているか
を考察しておこう。
6.都市空間と携帯電話
最近，携帯電話のマナーが問題になっている。電車の中などでの携帯電話の話し声がうるさ
い。そう感じている人が多い。友達と大きな声で話しているのも気になるが，携帯電話の話し
声はそれ以上に気になる。それは，何故なのだろうか。
電車の中での携帯電話の話し声が気になるのは，居間の電話で話す息子の話し声が，家族の
団型軽を乱すのに似ている。電車の中にも固有に秩序がある O みんな知らん顔をしているが，そ
こには，お互いに見て見ぬ振りをする「不関与の規範J(Milgram， S.， 1970 :石川， 1988:永井，
1986)が成立している。新聞を読んでいても，電車の車内吊り広告を眺めていても，みんなお
互いに無関心を装っているに過ぎない。そこには 匿名性のコミュニケーションが成立してい
るO
ところが，携帯電話は，そんな規範を無視して車外の誰かとのコミュニケーションを成立さ
せてしまう O しかも，その会話内容が車内のみんなに聞こえてしまう。盗み聴きをしているわ
けではないのに聞こえてしまうのである。聞こえない振りができないほどはっきりと聞こえて
しまう O それにもかかわらず，携帯電話の本人は，そんな周りを全く気にせず話している。そ
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れは， I見て見ぬ振りJI聴かぬ振り」ではなく，全くの無関心であると周りには映る O それゆ
えに車内の「不関与の規範」をかき乱す。携帯電話のマナーが問題になるのはそのあたりに原
因があると考えられる。
携帯電話や PHS等の移動体通信メディアは，都市という匿名性の空間を舞台にした新しい
メディア・コミュニケーションを生み出した。しかし，都市空間には， I自由Jと「孤独Jの
二つの側面がある。そこで次に，この三つの側面と移動体通信の関係を見ておこう O
(1) 都市空間を自由に楽しむ携帯電話
携帯電話は，他の乗客をエキストラに見立てた「快適な」コミュニケーションを成立させて
くれる。この快感は，電話ボックスでは味わえない。携帯電話や PHSは，匿名性の都市空間
を舞台に，自己の存在を確認できるメディアでもある。
また，休日の午後，街中の喫茶庖でぼーっとしていると，急に人恋しくなる。わざわざ公衆
電話まで行って電話をするのはちょっとダルイ。もっと軽い気分でこの場で友達と話したい。
たわいもない話がしたい。そんな願望を携帯電話はかなえてくれる O 携帯電話の魅力のひとつ
は，ここにある O
さらに，お互いに携帯電話を持っている時には，また別の楽しさが生まれる O 人混みの中，
待ち合わせの場所で相手が見つからないとき「どこにいるのJIいま00の前jと，携帯電話
同士で連絡をとるO コンサートホールなどで友達とはぐれたときも同じだ。「すごい人だね」
「この場所，よく見えるよ」と O それは，最近，スキー場で人気のトランシーパーに似た使い
方である O 遠く離れた相手とではなく，ちょっと離れた相手との「電話ごっこ」が，携帯電話
やPHSの楽しさのひとつなのである O このような携帯電話をトランシーパーのように使う
「携帯電話ご、っこ」の楽しさも，実は顔のない匿名性の空間を舞台にした遊びである。
(2) 不安と孤独を癒やす携帯電話 'PHS
携帯電話にも，間違い電話やいたずら電話がかかる O 自宅の電話とは違い，携帯電話や PHS
は本人が携帯しているO しかも，アフター・ファイブなら繁華街にいる場合も多い。携帯電話
は，そんな都会の雑踏の中にいる誰かとの回線を開いてくれる。自宅の電話へのいたずら電話
が，一人暮らしの孤独な現代人の欲望の現れだとするなら，携帯電話へのいたずら電話は，雑
踏の中の孤独，都市空間の中での孤独を表しているように思える。
携帯電話を持っただけで，いつも誰かとつながっていられるような気になる。阪神・淡路大
震災の後，電話が通じたときに感じた安堵感と同じようなものが携帯電話にもある。都市空間
に生きる現代人が感じる不安と孤独感を携帯電話は解消してくれる O
携帯電話や PHSは，都市空間の中に埋もれそうになる現代人が，自己をつなぎ止めるメデ
ィア，都市という砂漠で遭難しないためのメディアでもある。
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ただ，このような電話利用は，若者たちだけに限られているわけではない。そこで，次に，
高齢者の電話利用について取り上げておこう O
7.緊急通報システムと高齢化社会
最近，急速に普及しているプッシュ式多機能電話は，高齢者にはボタンばかり多くて使いに
くい。「操作を簡単にして欲しい」という要望に応えて，高齢者むけの電話機が登場してい
る。 1994年7月25日， I高齢化社会における情報通信の在り方に関する調査研究会J(郵政省
通信政策局長の私的研究会)が発表した高齢者情報通信市場の将来予測や提言を盛り込んだ中間
報告では，世帯主が65歳以上の高齢者世帯の情報通信支出は， 2010年に現在の約30倍の 19
兆円市場に成長すると推計されている。また，同報告は，ポケベルや PHSを活用した，行方
不明になりやすい高齢者の探査システムや緊急の災害時などの連絡システムに対する社会的ニ
ーズの高さも指摘している。
高齢者を対象にした電話サービスには， I高齢者介護についての電話相談JI電話を利用した
介護サーピスJI電話訪問サーピスJI緊急通報システム」などがある。その中で， I緊急通報
システム」は，一人暮らしの高齢者宅での火災やガス漏れ，発作や急病などの緊急時の通報シ
ステムとしての電話サービスであり，近年注目を集めている。
この緊急通報システムは，自治体独自方式と民問委託方式がある O 自治体独自方式では，民
生委員など近所の協力者を第一連絡先にすることが多い。そのため協力者の負担が大きく，高
齢者も「緊急時以外はボタンを押せないjといった気持ちが働きがちになる。また，誤発信で
あっても協力者が呼び出されるため，実際には逆に使われなくなってしまうケースまであるよ
うだ。緊急通報システムは，実際に利用されなければ意味がなく，利用しやすいようにシステ
ムも改良が加えられつつある。
民間委託方式には，気兼ねなく利用できる利点がある。ただ，サーピスを提供している「安
全センターjの場合，一ヶ月間の通報件数は約 2000件ほどあるが，そのうち本当に緊急を要
するものは 5件程度で，大半は相談や不安の解消が目的であるという。オペレータが電話で
体調の変化を把握するとともに，話し相手にもなっており，オペレータとの電話でのコミュニ
ケーションが高齢者の孤独感や精神的不安を和らげているという。また，それが緊急時の利用
を促すことにもなる。
一人暮らしの高齢者の日々の不安は，地域コミュニティーの崩壊が大きな背景として存在し
ている O 匿名性の社会は，都市の雑踏の中だけでなく，住宅地にまで進出している。一人暮ら
しの高齢者が，緊急通報サービスに電話をしてオベレーターと話すことで一人暮らしの不安を
解消している点を考えると，都市空間で遭難しないための電話利用は，なにも若者だけに限ら
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れるものではないことが分かる O
8.匿名性のメディア・コミュニケーション:Intimate Strangerの時代
このようなメディア・コミュニケーションは 新しい人間関係を生み出そうとしている。す
でに，その予兆は現れていた。例えば， N'ITの伝言ダイヤルに登場した「リレーダイヤルJ，
ダイヤル Q2の「ツーショットJIパーティーラインJ，Iいのちの電話jにかかってくる「い
たずら電話」などがそうである O そこに共通しているのは ストレンジャーとのコンサマトリ
ー・コミュニケーションである。
以前，大きな社会問題にまでなった N'ITのダイヤル Q2での「ツーショットj番組を例に
考えてみよう O
吉見俊哉たち (1991)が指摘しているように，電話の利用形態は，インストウルメンタルな
もの(用件電話)からコンサマトリーなもの(おしゃべり電話)へとシフトしている O しかし，
従来，初対面の相手との電話コミュニケーションは，インストウルメンタルなコミュニケーシ
ヨンである場合がほとんどであった。ホテルのフロントへの予約の電話であったり，電話訪問
販売であったり，要するに用件を伝える手段として電話が利用されていた。
ダイヤル Q2の「ツーシヨット」での話し相手は，すべてが「見知らぬ異性」である。最終
的にナンパを目的にしている場合が多いとはいえ，そこでの会話は，単に会う場所と時間を確
認するだけの会話ではない。お互いに相手のことを探りながら会話自体を楽しむ電話によるデ
ートが行われている。会話だけを楽しむ「ツーショットjの場合はより明確で、ある。「ツーシ
ョット」の最大の魅力は，見知らぬ異性とのコンサマトリー・コミュニケーションにある。
また， Iツーショット」では， 10Jボタンをプッシュすると別の人と会話をする事ができ
る。相手をチェンジすることができるわけである。彼らは，会話の途中でも平気で 10Jをプ
ッシュする O そうして会話をしたい相手を自由に選択しているのである O
橋元良明 (1992)は，パソコン通信やダイヤル Q2の「パーティーライン」を取り上げなが
ら，参加者は回線を ON/OFFする絶対的自由を持っていると指摘し これらを ION/OFF自
由な電子メディア」と呼んでいる。
このような ION/OFF.フリー・コミュニケーション」とでも呼べる状態は，実は，ごく自
然に親しげに会話をしていても，いつでもリセットできる関係，安全地帯に身を置き，傷つか
なくてもすむ距離をおいた「親しい関係」を成立させている。そこでは，選ぶ主体という感覚
を獲得することができる。しかし，それはお互いにいっリセットされるかわからない状態でも
あるO
1970年代後半から 80年代にかけて，アメリカでは，ラッシユ (C.Lωch， 1979: 1984)，セ
ネット(R.Sennett， 1976)，ローウェン (A.Lowen， 1985)らによって「ナルシシズムの時代」
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に突入したと言われた。わが国でも 80年代に入り，特に若い世代には他人との係わりを避け
白閉する傾向が強いと，同様の指摘がなされるようになったo rON/OFF.フリー・コミュニ
ケーションJr居留守番電話型コミュニケーション」は，マルチメディア時代を射程に入れた
今日の情報化社会において，現代青年のナルシシズムを満たすメディア戦略，コミュニケーシ
ョン・スタイルなのである。
現代社会では， r特定の他者」との問での親密な「コンサマトリー・コミュニケーションJ
が成立する一方で，都市空間においては，匿名性の社会が登場している。そして，匿名性の社
会では，不特定の他者，多数の見知らぬ他者(ストレンジャー)との出会いと「匿名性のコミュ
ニケーションJが行われ，対面的なストレンジャー・ワールドが成立している O そこでは，い
わゆる「見てみる振りjの世界 「不関与の規範jが成立している。
ところが，メディアが，不特定の他者との聞にコンサマトリー・コミュニケーションを可能
にし始めてしまったOダイヤル Q2の「ツーショット」では，見知らぬ異性との間で，親しげ
な電話コミュニケーションが行われている。彼らは， roJボタンをプッシュし，相手を切り
替えながら見知らぬ異性との親密な会話を繰り返している O そこで，このような他者のことを
“Intimate Stranger"と呼んでおきたい。それは， rメディアの上だけで親しくする他者」で
あり，オンライン上の親友である O パソコン通信などの会議室のメンバーが，実際にあって会
合をすることを，わざわざオフライン・ミーテイングを呼んでいることが，それをよく物語っ
ている。メディアの中が「オン」の状態で，直接対面する状態が「オフJなのである。
オンライン上で親密な関係にある人と，オフラインで親密であるかどうかは，もはや問題で
はない。むしろ，オフラインでの関係がないからこそ親密になれる関係が登場しているのであ
るO
最近，女子高生を中心に人気のあるポケットベルに登場する「ベル友」は，ポケットベルだ
けで会話をする全く見知らぬ友達のことを指している。彼女たちは，どこの誰とも分からない
人とメッセージを交換し楽しんでいるのである。この「ベル友」も“IntimateStranger"だ
と考えられる。
さらに，このような現象は，若者だけに限られるものではない。前述した一人暮らし老人が
緊急通報システムで世間話をするオペレーターも，やはり“IntimateStranger"であると考
えられる。全く見知らぬ人との親密な会話が，一人暮らし老人の不安と孤独を解消しているの
である。
おわりに
現代人が，マルチメディアも含めた新しい通信メディアに期待しているのは，自分の好むメ
ディアで自由に誰とでもコミュニケーションをすることであった。しかし，いつでもメッセー
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ジを送受信できる非同期通信メディアの特性は，コミュニケーション回路を自由に切断する道
を聞いた。その結果，もともと関係の切れている匠名のストレンジャーとオンラインで結ばれ
た状態に，新しい「親密性」の世界が広がり始めているのである。
このように，現代人は，新しい通信メディアの登場により，“IntimateStranger" という新
たな人間関係を手に入れようとしている。しかし，それは，他方で，身近な人とのの関係を疎
遠にする危険性も秘めているかもしれない。新しい親密な人間関係を手に入れることによっ
て，現代人は，僅かに残った身近な人との親密な関係まで失ってしまうのか。あるいは，“In-
timate Stranger" との聞に生まれる「親密性jは，従来とは全く異なったもので，身近な人
たちとの「親密性」と両立するものであるのか。
匿名性の社会の中で，現代人が手に入れようとしているメディアの中の新しい「親密な人間
関係」の行方に注目することが，今後の課題である。
※ 本稿は平成7年度，悌教大学・特別研究助成「高度情報社会とメディア文化に関する社会学的研
究」の研究成果の一部である O また，平成7年5月27日，関西社会学会第46回大会(大阪府立大学)
重点部会「情報化と人間関係」において報告した内容に加筆修正を加えたものである O
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